
編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

１２月議会の傍聴者  延べ人数 ５人 議会だよりに対するご意見・ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

（TEL：945-5005）

第 53 回町村議会議長会全国大会
　全国町村議会議長会（野村弘会長）は、平成 21 年 11月11日、東京・ＮＨＫホールにおいて、全国

989 町村議会の議長など、関係者約 1,700人が出席するなか、「全国町村議会議長会創立 60 周年記念 

第 53 回町村議会議長全国大会」を開催され、町村議会議員として 30 年以上在職した者（353 名）、全

国町村議会議長会歴代会長（12 名）、各都道府県町村議会議長会会長として4 年以上在職した者（7 名）、

町村議会事務局職員として 20 年以上在職した者（3 名）、系統町村議会議長会事務局職員として 30 年

以上在職した者（36 名）のそれぞれの代表者 5 名に表彰状を授与しました。　引き続いて、第 53 回町

村議会議長全国大会を開会、議事に入り、はじめに、要望事項 24 件、北海道地区ほか 8 地区の要望

9 件について、提案理由の説明を行い、満場一致でこれを採択することに決定しました。

　大会終了後、「養老先生のニッポン解剖」と題し、養老 孟司 東京大学名誉教授による特別講演が行

われました。本町からは、城間議長、喜屋武事務局長が参加しました。
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２
０
０
９
年
１２
月
定
例
議
会
を
終
え
て
、

年
明
け
１
月
１４
日
に
２
０
１
０
年
第
１
回
臨

時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
議
案

第
２
号
西
原
町
部
設
置
条
例
に
つ
い
て
」
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
今
年
４
月
か
ら
西
原
町
政
で
初
め
て
と

な
る
部
制
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
近
隣
で
は
南

風
原
町
、
北
谷
町
、
読
谷
村
で
既
に
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
指
導
の
下
、
地
方
自
治
体
に
は
行
財
政

集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
職
員
の
定
数

管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
職
員
の
定

数
増
は
、
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
現
在
、「
地
方
分
権
」
の
名
の
下
、
国
や

県
の
権
限
が
地
方
自
治
体
に
移
譲
さ
れ
て
き
ま

す
。
業
務
数
に
し
て
５
０
０
を
超
え
ま
す
。「
職

員
は
減
ら
さ
れ
て
い
く
の
に
、
仕
事
は
増
え
て

い
く
。
さ
ら
に
肝
心
の
財
源
は
な
か
な
か
移
譲

さ
れ
な
い
」、
こ
れ
が
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

現
実
で
、
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
効
率
的
な
事
務
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
関
係
部
署
間
の
連
携
・
調

整
機
能
の
緊
密
化
、
責
任
の
明
確
化
、
指
示
系

統
の
強
化
な
ど
、
組
織
体
制
の
強
化
が
不
可
欠

で
す
。
つ
ま
り
部
制
へ
の
移
行
で
す
。
新
年
度

か
ら
新
た
な
組
織
体
制
で
望
む
執
行
部
、
私
た

ち
議
会
も
、
期
待
し
な
が
ら
注
視
し
な
が
ら
行

政
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。
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悟

議会広報研修会

行政視察

　沖縄県町村議会議長会主催による議会広報委員、議会事務局

職員を対象にした研修会が自治会館で開催され、６名の委員と 1

名の職員が参加しました。

◇住民目線の議会広報紙を目指して

　講師：越地真一郎氏

　（熊本日日新聞社ＮＩＥ推進室長）

　新庁舎建設に関する調査特別委員

会は、新庁舎を建設するにあたり、糸

満市、北谷町、読谷村で新エネルギー

導入、議会議場、村民ホールについ

て視察研修を行いました。


